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Well-being 特別セッションの開催について
 経済・財政⼀体改⾰推進委員会では、国⺠⼀⼈⼀⼈が⾃分の夢や⽬標に挑戦し、互いを尊

重しながら⾃⼰実現を図っていける活⼒ある経済社会・地⽅を構築する視点から、施策を
深めるための議論を⾏う、「Well-being特別セッション」を開催する。

 本セッションを⾜掛かりとして、全体としての経済成⻑だけでなく、⼀⼈⼀⼈の⽣きがい、
楽しさ、満⾜度を⾼めるよう、施策や評価⼿法を深化させるための取組を広げていく。

＜委員の構成＞

滝澤 美帆 学習院⼤学経済学部教授

横⼭ 泉 ⼀橋⼤学経済学研究科教授

井上 裕美 ⽇本アイ・ビー・エム株式会社取締役執⾏役員

浦⽥ 真由 名古屋⼤学⼤学院情報学研究科准教授

⼤嶋 寧⼦ リクルートワークス研究所研究センター第１グループ⻑

⼩⻄ 葉⼦ （独）経済産業研究所上席研究員

直井 道⽣ 慶應義塾⼤学経済学部教授
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事務局としての問題意識（論点提⽰）

＜本特別セッションを通じて議論いただきたい点＞

・どのような要素が、⼀⼈⼀⼈のWell-being向上にとって⼤事なのか。

・Well-beingの観点から、地⽅に⼈を惹きつけるのは、どのような要因なのか。

・その上で、Well-beingを⾼めるには、どのように施策を⾒直していくべきと
考えられるか。

・どのように関連施策を評価していくか。例えばKPIをどのように設定するか。
また、どのようにEBPMの⼿法を活⽤していくか。

・⼀⼈⼀⼈のWell-beingを⾼めることによる副次的な効果は何か。
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【第１回】総論・分野横断

・事務局によるこれまでの取組の説明
・事務局の問題意識の共有、論点の提⽰

【第２回】労働分野

①⾼齢者（継続雇⽤、ニーズや体⼒に応じた働き⽅、地域における社会参加）
・職場での幸福感・やりがい向上策
・上記の効果の測定
②⼦育て世代（⼥性の働き⽅、環境の地域格差、⼥性特有の健康問題、男性の育児休暇取得率や

全国平均だけでは⾒えない実質的な育児参加促進）
・健康経営など⼥性の健康⽀援
・再就職した⼥性、介護⼥性の就業継続、働きがい

【第３回】地⽅創⽣分野・教育分野

①地⽅創⽣
・関係⼈⼝、⼆拠点居住、⼈を惹きつける地域
➁教育（教育環境の地域格差、⾃⼰肯定感、⾮認知能⼒等）
・⾃⼰肯定感、⾮認知能⼒の向上（教育×地域の循環モデル）

詳細スケジュールや個別論点案

 本セッションの⽬標を達成するため、個別分野ごとに論点を検討。
 各委員とも相談の上、以下のような論点がありうる。
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参考データ
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10代・20代 30代 40代 50代 60代

「⽣活の楽しさ・⾯⽩さ」に影響を与える要因（年代別）
• 「⽣活の楽しさ・⾯⽩さ」に影響しているものとして、「趣味や⽣きがいなどの充実」、「⾃⾝の健康状態」、

「家庭⽣活の安定や充実」を回答する⼈が多い。
• 年齢を重ねるにつれて、「⾃⾝の健康状態」を選択する⼈の割合が増加。
• 「社会参加・地域貢献」「友⼈との交流」は、40代ごろに⼀度下がるが、60代で戻る。
• 「仕事の内容、将来性、労働時間」は、30代〜50代で⾼い。
• 「何度でもチャレンジできる可能性」「新しい製品やサービスの登場と利活⽤」は、年齢を重ねるにつれて、選択

する⼈の割合が低下。

（備考）内閣府「満⾜度・⽣活の質に関する調査（2024年）」より作成。
（N＝10,633）

（回答選択者の割合）

5

あなたの「⽣活の楽しさ・⾯⽩さ」に関する
現在の満⾜や不満に⼤きく影響しているものはどれですか。（複数回答可）



（備考）１．内閣府「満⾜度・⽣活の質に関する調査（2024年）」より作成。（ ）は、性別ごとにみた60歳以上の就業希望ありと回答した者（男性731名、⼥性571名）に占める、それぞ
れの回答者の割合。就業希望のない無業の回答者は936名。

２．⽣活満⾜度とは、⽣活に満⾜しているかを0〜10点で⾃⼰申告するもの。就業希望の有無については、回答者の年齢と就業希望年齢を問う質問（「何歳ごろまで収⼊を伴う仕
事をしたいですか、または、仕事をしたかったですか」）への回答を考慮して判別した。例えば、66歳の就業している回答者について、質問への回答に「65歳くらいまで」を
選択した場合は、就業希望なし、「70歳くらいまで」を選択した場合は、就業希望ありとみなした。やりがいの有無については、「⽇々の仕事にやりがいを感じますか。いず
れか１つだけ選んでください」という問いに対して、「感じる」「まあ感じる」と回答した場合をやりがいあり、「あまり感じない」、「感じない」と回答した場合をやりが
いなしとみなした。
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＜図１：高齢者（60歳以上）の就業状況と生活満足度＞
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⾼齢者（60歳以上）の就業状況と⽣活満⾜度
• 60歳以上の「就業希望があり実際に就業している就業者」は、「就業希望があるにもかかわらず無業の者」と

⽐べて⽣活満⾜度が⾼い。
• 「やりがいを感じて」働いている者は、「やりがいを感じず」働いている者と⽐べて、⽣活満⾜度が⾼い。
• 就業している場合でも、やりがいを感じていなければ、無業の場合よりも⽣活満⾜度が低い。
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（備考）１. 内閣府「満⾜度・⽣活の質に関する調査（2024年）」より作成。
２. ボランティア活動、地域コミュニティ活動には、⾃治体・町内会、お祭り、清掃活動、⾼齢者福祉、⼦育て⽀援、PTA、災害・復興⽀援、⾳楽・ダンス・スポーツ活動、

障害者⽀援、⾃主的な寄付・募⾦などの活動が含まれる。

⾼齢層（65歳以上）におけるボランティア活動、
地域コミュニティ活動への参加有無と⽣活満⾜度

⾼齢層（65歳以上）におけるボランティア活動、
地域コミュニティ活動への参加頻度と⽣活満⾜度

⾼齢者の社会活動への参加と⽣活満⾜度

（⽣活満⾜度）（⽣活満⾜度）

• ⾼齢層（65歳以上）で、何らかのボランティア活動、地域コミュニティ活動を⾏っている者は、⾏っていない者
と⽐べて、⽣活満⾜度が⾼い。また、男性よりも⼥性のほうが参加有無による⽣活満⾜度の差が⼤きい。

• ボランティア活動、地域コミュニティ活動への参加頻度は、週に３、４回の場合に、最も⽣活満⾜度が⾼く、活
動頻度が下がるにつれて⽣活満⾜度が低くなる傾向がある。⼀⽅で、ほぼ毎⽇参加の場合は、年に数回参加の場
合よりも⽣活満⾜度が低い傾向。

6.86

6.38

6.72

6.36

7.02

6.39

6.00

6.20

6.40

6.60

6.80

7.00

7.20

（819人）（437人）（382人）

行っている

（863人）（403人）（460人）

行っていない

全体 男性 女性

6.67

7.71

7.44

7.00

6.80
6.69

6.51
6.38

5.50

6.00

6.50

7.00

7.50

8.00

7



5.01
5.39

5.93
6.42

3.52
3.98

4.51
4.93

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

300万円

未満

500万円

未満

700万円

未満

700万円

以上

仕事のやりがいと「雇用環境と賃金」満足度

（本人年収別）

やりがいを感じる やりがいを感じない

（出典）内閣府「満⾜度・⽣活の質に関する調査報告書2023年」記載図表を⼀部修正。

（備考）就業理由についての質問において、「正規の職員・従業員の仕事がないから」を選択した⼈を「不本意⾮正規」と定義。

仕事のやりがいの有無と「雇⽤環境と賃⾦」満⾜度

（⽣活満⾜度）

• 正規雇⽤と⾮正規雇⽤の間で仕事への意識（やりがいを感じるか）に⼤きな違いはないが、⾮正規雇⽤のうち不
本意⾮正規の場合は、正規雇⽤よりもやりがいを感じている割合が低い。

• 仕事への意識に関わらず年収が⾼くなるほど、「雇⽤環境と賃⾦」満⾜度が上昇する傾向であるとともに、仕事
へのやりがいがあることで、満⾜度が顕著に⾼くなっている。
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（備考）内閣府「満⾜度・⽣活の質に関する調査（2024年）」より作成。

⼥性・若年層（39歳以下） ⼥性・ミドル層（40歳-64歳）

⼥性の就業状況と⽣活満⾜度

（⽣活満⾜度） （⽣活満⾜度）

• ⼦どもがいる場合、無業者（専業主婦）よりも就業者の⽣活満⾜度が低い。
• 若年層（39歳以下）では、⼦どもがいる場合、正規雇⽤者よりも⾮正規雇⽤者の満⾜度が低いが、ミドル層（40

歳-64歳）ではこの傾向はみられない。

＜⼥性の就業状況・⼦どもの有無と⽣活満⾜度＞
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楽しい どちらかというと楽しい どちらともいえない どちらかというと楽しくない 楽しくない（備考）１．内閣府「満⾜度・⽣活の質に関する調査（2024年）」より作成。
２．未就学児がいる世帯を「対象世帯」と定義。

＜⼦育ての感じ⽅（男⼥別・育児休業の取得状況別）＞＜育児休業の取得状況と「仕事と⽣活（WLB）」満⾜度の関係＞

育児休業の取得状況と「仕事と⽣活（WLB）」満⾜度

（男性）

（⼥性）

• 男⼥ともに、⾃分と配偶者の両者が育児休業を取得した場合、「仕事と⽣活（WLB）」満⾜度が⾼い傾向。また
⼥性では、⾃分のみが育児休業を取得した場合、「仕事と⽣活（WLB）」満⾜度が低い傾向。
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主観的幸福感を従属変数とした重回帰分析 学⼒とウェルビーイング関連変数との相関

（備考）内⽥由紀⼦・奥⽥⿇⾐⼦『令和5年度全国学⼒・学習状況調査 ウェルビーイングに関する分析報告書-学校という「場」のウェルビーイングの醸成に向けて』（⽂部科学省）
を基に内閣府作成

注︓主観的幸福感を従属変数として重回帰分析を⾏ったもののうち学⼒（「教科への態度」及び
「成績」）と他の変数の関係を分析。

• 令和５年度全国学⼒・学習状況調査の調査結果を基に、児童⽣徒の学校や家での⽣活に関する意識や⾏動が、主
観的幸福感とどのように関わるかを分析。

• 分析結果によれば、「学校では学⼒よりも、むしろ友達や教師との関係など、他者とのつながりが児童⽣徒の主
観的幸福感の向上に重要な役割を果たしており、主観的幸福感は、教科へのポジティブな態度にも繋がってい
る」との結果が出ており、児童⽣徒だけでなく、教職員を含め学校に関わるすべての⼈が幸せや⽣きがいを感じ
ることができるような学校の場づくりが必要との⽰唆。

児童⽣徒のウェルビーイング （⽂部科学省資料より）
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≪⽣活満⾜度の動向≫

（参考１）「満⾜度・⽣活の質に関する調査2024」の概要について

図表１－１ 生活満足度の推移（男女別）

図表１－２ 生活満足度の推移（年齢階層別）

図表１－３ 生活満足度の推移（地域別）

図表１－４ 生活満足度の推移（雇用形態別）
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2019 2020 2021 2022 2023 2024

39歳以下 40歳-64歳 65歳以上

5.75
5.79

5.75 5.76 5.76 

5.85

5.51
5.60

5.37 5.43 
5.52 

5.67

5.30

5.40

5.50

5.60

5.70

5.80

5.90

6.00

6.10

2019 2020 2021 2022 2023 2024

正規雇用 非正規雇用

5.90 5.89

5.77

5.88 5.91 

6.03

5.81

5.86

5.61

5.83 5.85 

5.96

5.73

5.79
5.72

5.72
5.74

5.84

5.30

5.40

5.50

5.60

5.70

5.80

5.90

6.00

6.10

2019 2020 2021 2022 2023 2024

三大都市圏 うち東京圏 地方圏

12



4.77

4.35

3.09

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

正規雇用

(6092人)

非正規雇用

(3137人)

不本意非正規雇用

(266人)

雇
用
環
境
と
賃
金
の
満
足
度(

点)

○第２層と第３層の関係について
第２層（分野別主観満⾜度）と第３層（客観指標群）の関係性

を分析し、正の相関を⽰すものなどを有効なものとしてダッシュ
ボード指標として選定。

雇用環境と賃金

住宅

政治・行政・裁判所への
信頼性

家計と資産

仕事と生活（ＷＬＢ）

健康状態

⽣
活
満
⾜
度

︵
総
合
的
な
⽣
活
満
⾜
度
︶

・
・
・

金融資産残高

可処分所得金額

生涯賃金

完全失業率
・

有効求人倍率

正規雇用数
・

不本意非正規雇用数

所定内給与額・最低賃金

＜第１層＞
（１指標）

＜第２層＞分野別主観満⾜度
（１３指標・分野）

＜第３層＞客観指標群
（１１分野×３指標）

（参考２）満⾜度・⽣活の質を表す指標群（Well-beingダッシュボード）

交友関係やコミュニティなど
社会とのつながり

生活を取り巻く空気や水などの
自然環境

あなた自身の教育水準
・教育環境

身の回りの安全

子育てのしやすさ

生活の楽しさ
・面白さ

介護のしやすさ
・されやすさ

○第１層と第２層の関係について
第１層（総合的な⽣活満⾜度）を第２層（分野別主観満⾜度）

で重回帰分析した結果、下記８分野において有意となることを確
認。

〈例︓雇⽤形態別の雇⽤環境と賃⾦の満⾜度〉

※「⽣活の楽しさ・⾯⽩さ」、
「政治・⾏政・裁判所への信頼
性」については、客観指標の設
定は⾏っていない。

（出典）内閣府「満⾜度・⽣活の質に関する調査」に関する第４次報告書（2020年）

⽣活の楽しさ・⾯⽩さ, 22.9%

家計と資産, 13.2%

仕事と⽣活（WLB）, 7.7%

健康状態, 6.3%住宅, 3.8%教育⽔準・教育環境, 3.1%

雇⽤環境と賃⾦, 3.1%

社会とのつながり, 2.5%

その他, 

37.4%

総合主観

13



14

(参考３)Well-being関連の取組・予算
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